
２年生

指揮： 佐藤　心春 伴奏： 川瀨　結暉

10:45

３－Ａ

指揮： 吉岡賢乃助 伴奏： 熊澤　紅葉

３－Ｂ

指揮： 岡本　拓也 伴奏： 小原　陽葵

３－Ｄ

指揮： 岸　　侑輝 伴奏： 後藤　優奈

３－Ｃ

指揮： 坂野愛玖奈 伴奏： 岩井　優奈

３年生

指揮： 原　　彩奈 伴奏： 後藤　優奈

全校

指揮： 青井　天汰 伴奏： 小原　陽葵

今を生きる ２Ａでは仲間との助け合い、２Ｂでは仲間との関わりを大切にする事、２Ｃでは仲間の頑張りに応える

事、２Ｄでは他人に頼らず自分から積極的に動く事を頑張ってきました。そして、体育祭や選挙活動で仲

間が頑張る姿を見て、「自分は何ができるか」を考えて行動し、体育祭では精一杯挑戦したり、選挙活動

では仲間を支えたりして成長してきました。６年生ではひな壇に乗れずに卒業曲を歌い、中学１年生では

コロナの影響で学年合唱ができませんでした。中学校生活で学年合唱を全校へ披露する事は、今日が初め

てです。学年合唱曲の「今を生きる」を通して、２年生一人一人の見えない努力と成長を表したいと思い

ます。歌った後に顔が晴れる２年生を目指して歌います。心で聴いてください

休憩（１５分間）

春に 　３Ａは、「恥を捨てろ～永遠の合唱～」を目標に、日常生活と合唱練習をつなげることを大切にしてき

ました。例えば、「３分前着席」によって合唱練習の移動や切りかえに活かしました。また、毎日その日

の合唱のふり返りをクラス全員で交代で行い、一人一人の思いも伝え合いました。

　私たちが歌う「春に」は、自分の中に芽生えた未知の気持ちを、「強弱」と「速さ」を意識することで

表現して歌います。聞いてください。

青い鳥 　３Ｂは、「全員がベストを尽くす音楽祭〜最高学年の誇りを胸に〜」に向けて、３１人全員で取り組ん

できました。仲間の熱い思いに感化される時もあり、支えてくれる仲間がいたからこそ、ここまで成長す

る事が出来たと感じています。私たちが歌う「青い鳥」は新たな旅立ちを後押ししてくれるようなすばら

しい合唱曲です。サビのフォルテッシモや、はじめの「Ｌａ Ｌａ 〜」のタイミングを合わせる努力は、

きっと歌う中で実っているはずです。私たちが歌う「青い鳥」を聞いてください。

☆時刻はおよその目安です。進行によって変更になる場合があります。あらかじめご承知おき下さい。

ヒカリ 　「圧巻・全身で曲の変化を表現しよう」という目標を掲げて、練習を重ねてきました。取組途中で学級

閉鎖になり、練習ができない悔しさを味わいました。しかし、その状況でもＺＯＯＭで仲間と繋がり、思

いを共有したり、それぞれが家で個人練習をしたりしました。1回でも多く歌おうと、昼休みはほとんど

毎日練習しました。日常から挨拶や反応の声を出すことを意識して、合唱に繋げています。私たちが歌う

「ヒカリ」は絶望から明るい希望に向かって力強く歌う曲です。声量や強弱の変化に注目して聴いてくだ

さい。

花は咲く 　「花は咲く」は、震災をきっかけに作られた曲なので、命あることに感謝の思いをこめて歌います。

　花が咲くイメージを表現するため最後のサビの強弱を重点的に意識しました。最初は、男女の声のバラ

ンスが合わず苦労しましたが、仲間の良さに目を向けて認め合う活動や、アドバイスを楽譜に書き込む工

夫を行いました。それらの活動を通じて、クラス全体が合唱に対し、誰かに頼るのではなく、一人一人が

声を出そうという意識をもちはじめ今日まで３Ｃ全員で合唱をつくりあげてきました。

　【閉会式】　
①合唱委員長の話　      ②閉会宣言
③諸注意

11:55

11:40

　【講評】　　（　長尾　崇　）先生

12:05

12:10

あなたへ
　「虹～それぞれの思いで、全ての人の心に輝きを持たせる～」という学年目標を掲げ、合唱練習はもち

ろん日常生活でも「思いを揃える」ことを大事にしてきました。全員の心を1つにするために、パート

リーダーや合唱委員、学級委員が少ない練習時間を工夫して出来る事に取り組んでくれました。また、そ

の姿に応えることで全員の心が1つになっていきました。悩んだり、諦めそうになった時、いつも側にい

てくれたのは大切な仲間。「あなたへ」は、そんな仲間と未来へ向かう希望の歌です。１人１人が仲間

へ、そして未来への思いを表現します。音楽祭が開催できる喜びを噛み締めながら、精一杯歌います。

だいじなものは 　今まで３年間、全校で歌えなかった、第２の校歌「だいじなものは」。それが今、ようやく歌えるよう

になりました。川中の生徒として引き継いでいかなければならない伝統「だいじなものは」。いつか全校

で一体となり、体育館中にその歌声を響かせたいと願っていました。指揮者や伴奏者、間奏者、そして全

校生徒一人一人が、この曲を完成させるために一生懸命頑張った今までの歩みと、目には見えない想い

を、この合唱を通して感じてほしいです。


